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（百万円未満切捨て） 
１．平成24年2月期第2四半期の連結業績（平成23年3月1日～平成23年8月31日） 
（１）連結経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％

24年 2月期第2四半期 455,440   △2.4 7,243  △1.5 7,710  △6.2 2,282  △37.8
23年 2月期第2四半期 466,612   △2.8 7,356    9.0 8,217    4.5 3,671    17.2

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

 円   銭 円   銭

24年 2月期第2四半期 4.32 4.32
23年 2月期第2四半期 6.94 6.94

 
（２）連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭

24年 2月期第2四半期 778,350 326,780 40.8 600.52
23年 2月期 775,029 327,242 41.0 601.62

(参考)自己資本 24年2月期第2四半期       317,451百万円 23年2月期  318,033百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金 
 

第 １ 四 半 期 末 第 ２ 四 半 期 末 第 ３ 四 半 期 末 期  末 合  計 

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭

23年 2月期 ― 3.50 ― 3.50 7.00
24年 2月期 ― 3.50  

24年 2月期(予想)  ― 3.50 7.00

(注)当四半期における配当予想の修正有無 無 

 
３．平成24年2月期の連結業績予想（平成23年3月1日～平成24年2月29日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 円   銭

通  期 945,000 △0.5 19,300 △5.0 19,500 △7.5 7,600 △14.2 14.38

(注)当四半期における業績予想の修正有無 無 

mzxq007
スタンプ



 

４．その他  （詳細は、【添付資料】Ｐ．４「その他の情報」をご覧ください。） 
 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 無 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有 

② ①以外の変更 無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る

会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 24年2月期2Ｑ 536,238,328株 23年2月期 536,238,328株

② 期末自己株式数 24年2月期2Ｑ 7,614,385株 23年2月期 7,611,040株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 24年2月期2Ｑ 528,626,714株 23年2月期2Ｑ 528,688,889株

 
 
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了し
ておりません。 

 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ
ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がありま
す。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信
（添付資料）Ｐ．３「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  当第２四半期連結累計期間（平成23年３月１日～平成23年８月31日）の日本経済は、東日本

大震災の影響により企業の生産活動が停滞するとともに個人消費も低迷するなど、厳しい状況

のうちに推移いたしました。サプライチェーンが復旧するに伴い、生産や輸出などに持ち直し

の動きがみられたものの、円高の進行に加え、海外景気の下振れ懸念も強まるなど、先行きは

依然として不透明な状況となっております。 

  百貨店業界では、震災発生直後の３月には、計画停電に伴う首都圏店舗での営業時間短縮に

加え、消費マインドの冷え込みにより売上高は大きく前年実績を下回りましたが、クールビズ

商材など節電対応需要の高まりのほか、自粛ムードにも和らぎが見え、ほぼ前年並みの水準ま

で持ち直す状況のうちに推移いたしました。 

  このような状況のなか、当社グループは、震災による影響を最小限に止めるとともに、将来

にわたるグループの成長・発展に向け、「百貨店事業の競争力向上」と「グループ全体の成長

力強化」に取り組んでまいりました。 

  百貨店事業におきましては、業態革新を目指す「新百貨店モデル」の集大成として大丸梅田

店を本年４月19日に全館グランドオープンし、上層階への大型テナント導入のほか、ターゲッ

トやコンセプトを明確にした「スペシャリティゾーン」を数多く展開するなど、従来の百貨店

の枠にとらわれない新しい店づくりを通じて、競合が激化する地区内での競争力強化を図りま

した。また、大丸札幌店に若い女性向けのスペシャリティゾーン「うふふガールズ」を導入し

たほか、大丸心斎橋店北館において新しい生活雑貨フロアを構築するなど、各店舗で魅力ある

店づくりと顧客層の拡大に取り組んでまいりました。 

  加えて、「新百貨店モデル」構築を加速するため、自主編集売場の強化を目的に仕入から販

売までを一体として事業運営できる組織を新たに設置するとともに、マーケット対応の一層の

迅速化に向けてＭＤ部門組織全体を再編し、本年９月からスタートいたしました。 

  グループ全体の成長力強化に向けては、インターネットなどの通販事業の強化に向け、グル

ープ内通販事業を再編・統合し、本年３月から株式会社ＪＦＲオンラインとして新たにスター

トいたしました。また、若い女性に支持されている雑貨小売業「プラザ」等を展開する株式会

社スタイリングライフ・ホールディングスを本年３月に持分法適用関連会社化し、相乗効果発

揮に向けた取り組みを開始いたしました。 

  あわせて、あらゆる経費構造の抜本的な見直しや人的生産性を中心とする経営効率の向上に

取り組みました。 

  以上のような諸施策に取り組みました結果、震災の影響で３月に大きく落ち込んだ売上高は

徐々に回復し、５月、７月には対前年プラスに転じましたものの、当第２四半期連結累計期間

の連結業績は、売上高は２．４％減の４，５５４億４０百万円、営業利益は１．５％減の７２

億４３百万円、経常利益は６．２％減の７７億１０百万円、四半期純利益は３７．８％減の  

２２億８２百万円となりました。 

  なお、中間配当につきましては、１株につき３円５０銭とさせていただきました。  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  当第２四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末に比べ３３億２１百万円増加し、

７，７８３億５０百万円となりました。これは主に、大丸梅田店増床に伴う固定資産の増加に

よるものです。負債は、前連結会計年度末に比べ３７億８３百万円増加し、４，５１５億６９

百万円となりました。これは主に、コマーシャル・ペーパーの発行に伴う流動負債の増加によ

るものです。純資産は、株価の下落によるその他有価証券評価差額金の減少などにより前連結

会計年度末に比べ４億６２百万円減少し、３，２６７億８０百万円となりました。 

  次にキャッシュ・フローにつきましては、営業活動によるキャッシュ・フローは、１３８億

８１百万円の収入となりました。「その他」に含まれる未払金などが増加し、前第２四半期連

結累計期間との比較では、５４億９４百万円の収入増となりました。 

  投資活動によるキャッシュ・フローは、２７０億８２百万円の支出となりました。大丸梅田

店増床による固定資産の取得や株式会社スタイリングライフ・ホールディングスの株式取得な

どにより、前第２四半期連結累計期間との比較では、２２７億４３百万円の支出増となりまし

た。 

  財務活動によるキャッシュ・フローは、７４億７９百万円の収入となりました。借入金返済

の一方、コマーシャル・ペーパーの発行により、前第２四半期連結累計期間との比較では、

２４１億１７百万円の収入増となりました。 

  以上の結果、現金及び現金同等物の当第２四半期連結会計期間末残高は、前連結会計年度末

に比べ５７億２０百万円減の２７４億８４百万円、有利子負債残高は、前連結会計年度末に比

べ９６億３１百万円増の１，１８２億８９百万円となりました。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

  平成24年２月期通期業績予想につきましては、平成23年９月26日公表の「業績予想の修正に

関するお知らせ」にて修正しております。 

  なお、現時点においてこの公表内容からの変更はありません。  
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（１）重要な子会社の異動の概要 

  該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

    １  簡便な会計処理 

    該当事項はありません。 

    ２  四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

    該当事項はありません。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（会計処理基準に関する事項の変更） 

１  資産除去債務に関する会計基準等の適用 

  第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 

平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第21号 平成20年３月31日）を適用しております。 

  これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益が101百万円減少し、税金

等調整前四半期純利益が2,355百万円減少しております。 

  

２ 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」 

  の適用 

  第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20

年３月10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対

応報告第24号 平成20年３月10日）を適用しております。 

  なお、これによる損益への影響はありません。  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 28,072 34,087

受取手形及び売掛金 52,765 53,937

有価証券 1,283 1,484

たな卸資産 27,458 30,382

繰延税金資産 12,559 13,020

その他 26,076 25,945

貸倒引当金 △623 △761

流動資産合計 147,592 158,096

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 139,453 135,763

土地 355,101 354,742

建設仮勘定 2,802 5,634

その他（純額） 2,735 2,537

有形固定資産合計 500,092 498,678

無形固定資産   

その他 17,974 18,466

無形固定資産合計 17,974 18,466

投資その他の資産   

投資有価証券 34,261 26,884

長期貸付金 1,507 1,505

敷金及び保証金 52,555 47,760

繰延税金資産 8,758 7,764

その他 18,597 18,650

貸倒引当金 △2,989 △2,776

投資その他の資産合計 112,690 99,787

固定資産合計 630,757 616,933

資産合計 778,350 775,029
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 74,028 76,310

短期借入金 40,131 43,181

コマーシャル・ペーパー 14,997 －

未払法人税等 1,960 3,296

前受金 17,413 17,463

商品券 41,020 41,727

賞与引当金 6,190 6,352

役員賞与引当金 － 164

販売促進引当金 339 337

商品券等回収損失引当金 9,691 9,179

事業整理損失引当金 1,075 1,666

その他 46,829 46,510

流動負債合計 253,678 246,190

固定負債   

長期借入金 63,160 65,476

繰延税金負債 95,564 95,717

退職給付引当金 25,448 29,409

役員退職慰労引当金 58 65

負ののれん 2,303 3,443

その他 11,355 7,482

固定負債合計 197,891 201,596

負債合計 451,569 447,786

純資産の部   

株主資本   

資本金 30,000 30,000

資本剰余金 209,600 209,605

利益剰余金 85,326 84,895

自己株式 △5,964 △5,976

株主資本合計 318,963 318,523

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1,439 △477

繰延ヘッジ損益 △73 △12

為替換算調整勘定 1 －

評価・換算差額等合計 △1,511 △490

新株予約権 99 115

少数株主持分 9,229 9,093

純資産合計 326,780 327,242

負債純資産合計 778,350 775,029
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（２）四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年８月31日) 

売上高 466,612 455,440

商品売上高 463,784 452,030

不動産賃貸収入 2,828 3,410

売上原価 354,187 345,885

商品売上原価 353,088 344,407

不動産賃貸原価 1,099 1,477

売上総利益 112,425 109,555

販売費及び一般管理費 105,069 102,312

営業利益 7,356 7,243

営業外収益   

受取利息 137 169

受取配当金 321 301

債務勘定整理益 1,708 1,708

負ののれん償却額 1,159 1,145

持分法による投資利益 123 －

その他 377 515

営業外収益合計 3,828 3,841

営業外費用   

支払利息 889 779

固定資産除却損 113 191

商品券等回収損失引当金繰入額 1,579 1,875

持分法による投資損失 － 152

その他 384 375

営業外費用合計 2,966 3,373

経常利益 8,217 7,710

特別利益   

固定資産売却益 455 －

投資有価証券売却益 － 24

事業整理損失引当金戻入額 － 320

特別利益合計 455 344

特別損失   

固定資産処分損 1,407 309

投資有価証券売却損 － 3

投資有価証券評価損 811 1,204

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 2,254

事業構造改善費用 702 －

その他 126 462

特別損失合計 3,048 4,235

税金等調整前四半期純利益 5,624 3,819

法人税、住民税及び事業税 1,759 1,484

法人税等調整額 △58 △188

法人税等合計 1,701 1,296

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,523

少数株主利益 252 240

四半期純利益 3,671 2,282
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 5,624 3,819

減価償却費 6,938 6,709

負ののれん償却額 △1,159 △1,145

貸倒引当金の増減額（△は減少） 88 75

賞与引当金の増減額（△は減少） △770 △326

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,289 △3,961

販売促進引当金の増減額（△は減少） △17 2

事業整理損失引当金の増減額（△は減少） △189 △591

商品券等回収損失引当金の増減額（△は減少） 250 512

受取利息及び受取配当金 △458 △471

支払利息 889 779

持分法による投資損益（△は益） △123 152

固定資産売却損益（△は益） △455 －

固定資産処分損益（△は益） 1,407 309

投資有価証券売却損益（△は益） － △21

投資有価証券評価損益（△は益） 811 1,204

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 2,254

売上債権の増減額（△は増加） 2,179 1,171

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,299 2,924

仕入債務の増減額（△は減少） △745 △2,282

未収入金の増減額（△は増加） △300 △1,380

長期前払費用の増減額（△は増加） △187 1,757

その他 △6,629 5,225

小計 10,163 16,719

利息及び配当金の受取額 441 408

利息の支払額 △886 △758

法人税等の支払額 △1,329 △2,488

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,387 13,881

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △883 △11,063

有価証券及び投資有価証券の売却による収入 517 993

有形及び無形固定資産の取得による支出 △8,435 △11,903

有形及び無形固定資産の売却による収入 2,463 12

短期貸付金の増減額（△は増加） 311 344

長期貸付けによる支出 △81 △20

長期貸付金の回収による収入 62 30

その他 1,705 △5,476

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,339 △27,082
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年８月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △10,206 △9,300

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減少） － 14,997

長期借入れによる収入 － 14,000

長期借入金の返済による支出 △2,592 △10,066

自己株式の取得による支出 △19 △10

配当金の支払額 △3,669 △1,843

少数株主への配当金の支払額 △94 △94

その他 △56 △202

財務活動によるキャッシュ・フロー △16,638 7,479

現金及び現金同等物に係る換算差額 △30 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △12,620 △5,720

現金及び現金同等物の期首残高 43,515 33,204

現金及び現金同等物の四半期末残高 30,895 27,484
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  該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】  

前第２四半期連結累計期間（自  平成22年３月１日  至  平成22年８月31日） 

（注）１  事業区分の方法 

日本標準産業分類に基づき小売業、卸売業、その他事業に区分し、更に小売業については、マーチャンダイ

ジング、販売形態等の相違により百貨店業、スーパーマーケット業に区分しました。 

２  各事業区分の主な商品内容 

(1）百貨店業……………………衣料品、雑貨、家庭用品、食料品等の販売 

(2）スーパーマーケット業……食料品、衣料雑貨、家庭用品等の販売 

(3）卸売業………………………食品、化成品・資材等の卸売 

(4）その他事業…………………通信販売業、不動産賃貸業・駐車場業及びリース業、建装工事請負業及び家具

製造販売業、クレジット業等 

  

【所在地別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自  平成22年３月１日  至  平成22年８月31日） 

  全セグメント売上高の合計に占める「本邦」の割合が９０％を超えているため、記載を省略い

たしました。 

  

【海外売上高】 

前第２四半期連結累計期間（自  平成22年３月１日  至  平成22年８月31日） 

  海外売上高が連結売上高の１０％未満であるため、記載を省略いたしました。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
百貨店業 
（百万円） 

スーパーマ
ーケット業
（百万円）

卸売業
（百万円）

その他
事業 

（百万円）

計
（百万円） 

消去又は 
全社 

（百万円） 

連結
（百万円）

売上高               

(1）外部顧客に 
対する売上高  361,592  57,597  22,586  24,835  466,612  －  466,612

(2）セグメント間の内部 
売上高又は振替高  1,782  1,977  3,065  19,280  26,105 ( )26,105  －

計  363,375  59,574  25,652  44,115  492,718 ( )26,105  466,612

営業利益  5,717  470  783  1,911  8,884 ( )1,528  7,356
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【セグメント情報】 

（追加情報） 

  第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基

準第17号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

  当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入

手可能であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討

を行う対象となっているものであります。 

  当社グループでは持株会社体制の下、百貨店事業を中心に事業活動を展開しており、「百貨

店業」、「スーパーマーケット業」、「卸売業」、「その他事業」を報告セグメントとしてお

ります。 

  「百貨店業」は衣料品、雑貨、家庭用品、食料品等の販売を行っております。「スーパーマ

ーケット業」は食料品、衣料雑貨、家庭用品等の販売を行っております。「卸売業」は食品、

化成品・資材等の卸売を行っております。「その他事業」は通信販売業、不動産賃貸業・駐車

場業及びリース業、建装工事請負業及び家具製造販売業、クレジット業等を行っております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自  平成23年３月１日  至  平成23年８月31日） 

（注）１  セグメント利益の調整額△92百万円には、セグメント間取引消去936百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△1,029百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない連

結財務諸表提出会社の費用です。  

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

  該当事項はありません。  

  

     （単位：百万円）

  百貨店業 
スーパーマ
ーケット業

卸売業
その他
事業 

計
調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)２ 

売上高               

(1）外部顧客への売上高  353,830  55,898  19,280  26,432  455,440  －  455,440

(2）セグメント間の内部 
売上高又は振替高  727  1,680  3,300  18,374  24,083 ( )24,083  －

計  354,557  57,579  22,581  44,806  479,524 ( )24,083  455,440

セグメント利益  4,335  517  384  2,098  7,336 ( )92  7,243

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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